
定例教育委員会（2月度）議事録（要点筆記） 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

○開催日時  令和 5年 2月 7日（火） 

開会 15時 15分 閉会 17時 15分 

 

○開催場所  直方市役所 6階第 3委員会室 

 

 

２．出席者及び欠席委員の氏名 

○出席者 教 育 長 山本 栄司 

 教育委員 篠田 尊徳 中野 昭子 

  阿部 英子 内藤 誠治 

 

○欠席者 なし 

 

 

３．教育長、教育委員および傍聴人を除く外、出席した者の氏名 

教 育 部 長 熊井 康之 

学校教育課長 石丸 直哉 

学校教育課管理主事 林 教司 

 

こども育成課長 加藤 陽子 

文化・スポーツ推進課長 梅原 達巳 

教育総務課長 宇山 裕之 

 

４．教育長の報告 

① １月定例校長会議〈1月 11日〉 

② 市長表敬訪問同席〈1月 11日〉 

仏教連合会より図書購入費の寄付 

③ 定例教育長会議〈1月 13日〉 

④ 管理職教育長協議会〈1月 13日〉 

⑤ ユメミルコドモネアカデミー修了式〈1月 14日〉 

4期生は受講者 9名が参加 

⑥ 徹底反復学習訪問〈1月 16日～31日〉 

1/16植木小 1/17新入小、福地小 1/18西小 1/19東小 1/20下境小  

1/23感田小、中泉小 1/27上頓野小 1/31北小  

※南小は 1/25の予定であったが、大雪のため延期 

今年で２年目、集中力の向上だけでなく不登校の減少といった効果が見られる。 

⑦ 教育要望（福岡県）〈1月 18日〉 

各加配教員の継続配置および新規配置の陳情 



⑧ ＤＸ推進本部会議〈1月 19日〉 

⑨ のおがた子どもアート大賞展受賞式〈1月 21日〉 

・２回目の開催（会場 谷尾美術館） 

・９９３点の応募があり、鞍手高校生徒の作品が大賞 

⑩ 新春書き初め表彰式〈1月 22日〉 

⑪ 男女共同参画推進本部会議〈1月 24日〉 

今年度５回目 

⑫ 福岡健康づくり県民会議総会〈1月 25日〉※大雪のため中止 

⑬ 文化財防火デー消防訓練〈1月 26日〉 

石炭記念館が会場 

⑭ 北九州地区公立小学校教頭会研究大会〈1月 27日〉 

今年は直方市が当番地区（会場 中央公民館）、全４６校の教頭が参加 

⑮ 第３回学力向上検証委員会〈1月 30〉 

篠田委員と矢野ＰＴＡ会長が出席 

⑯ ２月定例校長会議〈2月 1日〉 

⑰ 県教育センター研究発表会〈2月 3日〉 

直方第三中学校国語科教諭を派遣 

  



５．議題及び議事の大要 

 

○議案（議案書は別紙） 

議案番号 内容 
結果 

主管課 趣旨 
 

議案第 19号 令和 4年度 3月補正予算について 

可決 
各 課 

〈教育総務課〉 

・電気代の高騰に伴う増 

・特別支援教室増設に伴う整備費の追加 

〈子ども育成課〉 

・当初予算に対し利用減となった事業や実績の見込めない事業

の補助金の減 

・次年度早期に使用を見込んだ予算繰越 

・年度内の竣工が見込めない施設整備事業予算の一部を繰越 

〈文化・スポーツ推進課〉 

・指定管理者の修繕負担分の増 

・部品納品の遅れに依る予算繰越 

※詳細は資料を参照 
 

 

教育長  午睡事故防止の進捗はどの程度でしょうか。 

加藤課長 ４園程度です。 

中野委員 午睡事故防止システムを導入する場合、各園の負担はどの程度ですか。 

加藤課長 ランニングコストが負担になることから導入は進んでいませんが、各園か

ら具体的な金額は出てきていません。 

  



 

議案第 20号 直方市教育委員会令和 5年度予算について 

可決 
各 課 

〈教育総務課〉 

・学校規模適正化委員会の委員報酬の新規計上 

・光熱費の高騰分は見込まず補正で対応 

・トイレの洋式化の設計委託費を計上 

・学校の改修工事費を計上 

・中学校の公会計化の通年化に伴う賄材料費の増 

〈学校教育課〉 

・ＰＣの交換等によるＩＣＴ関連費用の増 

・スクールソーシャルワーカーの出勤回数増 

・ＡＬＴの指導可能日数増 

・小中一貫教育の研究費用増 

〈子ども育成課〉 

・北学童のクラブの増設 

・学童の借上げ駐車場の増 

・対象児童の減少による児童手当扶助費の減 

・保育士奨学金返済補助の限度額の拡大による増 

・認定こども園の単価増による補助金の増 

〈文化・スポーツ推進課〉 

・公共施設予約システム改修（インボイス対応）委託料の計上 

・石炭記念館本館の展示設計に関する基本設計の委託費の計上 

・東蓮寺藩成立 400年記念に伴う各種団体活動支援費用の計上 

・スポーツ推進計画の見直しに伴う計上 

※詳細は資料を参照 
 

阿部委員 文化施設管理委託料は３年分をまとめて計上していますか。 

梅原課長 １年分を計上しています。 

阿部委員 委託料の内訳や用途はどのようになっていますか。 

梅原課長 対象施設は、ユメニティ直方、市立図書館、歳時館、石炭記念館の４箇所

で、施設の管理費や水光熱費や人件費等全ての費用を含んでいます。直方

市は利用料金制度（会場の使用料は指定管理者の収入となる）を採用し、

見込まれた費用からその収入を差し引いた額を計上しています。 

 
 

議案第 21号 直方市児童生徒就学援助規則の一部を改正する規則について 

可決 
教 育 総 務 課 

・新入学児童生徒学用品費の単価増 

※詳細は資料を参照 
 

  



 

議案第 22号 
直方市教育委員会事業後援取扱い要綱の一部を改正する告示 

について 

可決 

教 育 総 務 課 

・「教育」「営利」の定義を明確化 

・実施日や実施期間が明確に定められている事業であることを

追加 

※詳細は資料を参照 
 

篠田委員 後援を決定した場合、チラシ等に名前が記載されるだけでしょうか。それ

とも金額的な支援も含まれますでしょうか。 

宇山課長 後援を決定しても予算を負担することはないが、別の制度に基づき補助金

を交付することはあります。 

教育長  後援を行うと教育委員会がその事業を後押ししていることになり、責任が

伴うため要綱を明確にしました。 

 
 

議案第 23号 直方市文化財専門委員会委員の委嘱について 

可決 文化・スポー

ツ 推 進 課 

・２年間の任期（全員継続） 

※詳細は資料を参照 
 

 

〇協議事項 

 令和 5年度直方市教育施策要綱（案）について【各課】 

 ・今回の協議を踏まえて３月の定例教育委員会で採決 

 ［昨年との変更点］ 

・今までは組織毎に体系をまとめていたが、今回から施策単位に整理 

 ・施策数の整理（教育に重点化） 

・目標の明確化（極力数値化） 

 ［各課の主な内容］ 

〈教育総務課〉 

・ＩＣＴ環境の整備推進を設定 

・学校規模適正化の推進を設定 

〈学校教育課〉 

・徹底反復学習の効果が見られる（遅刻の減、態度の改善等） 

・オンライン英会話の回数増 

・ＩＣＴ機器活用方法のさらなる改善 

・中学 3年生の英検 3級の取得率が 40%になることを目指す 

・体力の向上 

・臨床心理士による発達相談や就学相談の実施の目標数を現状より下げているが、

業務を幼稚園等に移管してそれらと教育委員会で連携をとれるようにするため 

・欠席連絡や学校通信等のメール配信の活用については、1学期は併用で試行し、

2学期は状況を見て実施内容を判断する予定 



〈こども育成課〉 

・従来の相談対応に加え専門家の訪問回数の増加により保育士を支援 

・ＩＣＴ導入により保育士の保育業務に集中を補助し、保護者の申請手続き負担

の軽減を図る 

〈文化・スポーツ推進課〉 

・従来の施策を拡充 

※詳細は資料を参照 

 

中野委員 子育て支援センターには週間で定休日はありますか。 

加藤課長 子育て支援センターは 4月 1日に開設しますが、従来通り（月～金、8:30

～17:00）の職員の配置となります。ひろばの開設の日はそれに応じた時

間に開きます。子育て支援センター主催で土日にイベントが開催される場

合はその時間に応じて開く計画も考えています。 

中野委員 個人的なイベントができるスペースがあるのでしょうか。新しい子育て支

援センターの内容や中で何ができるのか情報が無いという声を聞いてい

ます。内容について教えてください。 

熊井部長 施設は商工観光課が管理運営することになっており、その中に子育て支援

センターが入ることになります。商工観光課は条例を 3月議会に上程する

準備をしております。当該施設の情報については議会終了後速やかに発信

するよう要望があったことを伝えておきます。 

中野委員 広いスペースを取りお金をかけているでしょうし、多くの市民は期待して

います。よろしくお願いします。 

 

阿部委員 要綱の構成が変わり、今後に何を重点的に行うのかが伝わり易くなりまし

た。検討ありがとうございます。計画では現状値と目標値を書いています

が、前回の評価では結果の判定に疑問が出たところもありましたので、今

回の評価では現状、目標、結果がわかるようにしたらよいと思いますが、

形式が定まっているためにＡ・Ｂ・Ｃでの評価を行うのでしょうか。 

宇山課長 阿部委員の意見のとおり、前回はどのように評価してよいか分からない部

分もありました。今後は、この指標に基づき、前回と同様にＡ・Ｂ・Ｃの

三段階で評価する予定です。 

  



 

中野委員 直方市でも幼児の数は年々減少しています。待機児童の状況について教え

てください。 

加藤課長 幼稚園について待機児童は無いと聞いています。市役所ではなく各幼稚園

が調整し、定員に対する最終的な結果を市役所へ報告する流れです。保育

園について、只今、新年度の調整中ですので待機に関しお答えができる状

況にありません。 

中野委員 わかりました。 

 

教育長  学校教育課の臨床心理士の相談に関する目標値について、指標の表現が

「充実」となっていますが、現状値よりも目標値が減少しており違和感が

あります。指標の表現に合わせ指標の概要を改めるか、現状値より増加し

た目標値となる項目と減少した目標値となる項目の両方を表記するよう

に内容を改めてください。 

石丸課長 かしこまりました。 

 

内藤委員 要綱はとても見やすくなりました。いじめや不登校の対応の指標はどのよ

うに算出していますか。いじめの件数を減らすのではなく、何かあったら

それを件数に上げることが学校の対応力を上げることになり、何かあって

も学校に言えない雰囲気を作らないことになります。それを評価できるよ

うにしたらよいのではと感じています。ただ、相談件数が増えればそのま

ま評価を上げることにできるかというとそうとも言い切れないため、どの

ように説明すればよいか悩ましいとも感じています。指標において「④い

じめや不登校への対応」と定めているものの、不登校の指標のみ定めてい

るため検討できないでしょうか。 

石丸課長 いじめの認知件数は毎年把握し、その数は増えてきています。いじめの認

知を積極的にするため、毎月開催される定例校長会議において、この 10年

程度の流れで、いじめの件数の把握は多ければ多いほど良いと指導してい

ます。いじめの件数の評価についてはもう一度検討します。 

内藤委員 ＤＸの指標が入ったのはとても良いと思っています。一方、出欠確認につ

いて電話で直接話をすることで仮病等の可能性を把握できている効果が

あり（一部の学校において、欠席の連絡は子供が直接電話をかける方針と

している）、それを踏まえた手法でＤＸの導入を考えてもよいのではと思

っています。 

石丸課長 電話については、会話による利点に関し、学校からの意見や昨年 11 月に

全小中学校でテストした際の保護者からの意見から認識しています。対応

を協議し、メールの中に言葉を入れてキャッチボールができないかという

案もあります。併せて検討します。 

  



篠田委員 要綱だけでなく卒業式の告辞にも関する話になりますが、今年は東蓮寺藩

誕生４００周年という節目の年を迎え、ふるさと直方の文化を学べるよい

機会でもあると思います。要綱に児童生徒が文化を学べる（体験活動など）

ような取組内容の文言を反映できますでしょうか。 

石丸課長 内容について、今後検討します。 

篠田委員 子育て支援センターの話が出ていますが、商店街のある中心市街地でこの

ようなことができるのは賑わいつくりのために良い取り組みになると感

じています。一方、中心市街地で何か実施する場合、駐車場の問題により

その取り組みが進まなくなることがあります。問題の例では、イベントに

参加するのに遠くの駐車場から荷物をもって会場へ行かなくてはならな

かったり、有料駐車場を利用せざるを得なくなったりすることです。駐車

場の問題は解決されているのでしょうか。 

加藤課長 施設全体を所管する商工観光課が当該施設の駐車場の確保に苦慮してい

ると聞いています。子育て支援センターとしては可能な限り近いところで

駐車場を確保してほしいと声を上げています。しかし、まだ調整中です。 

篠田委員 今回の市の取り組みは非常に興味深いです。古町の賑わいのきっかけにな

ると期待してますが、駐車場の確保は課題になるでしょうから良い考えが

出ればよいと思っています。 

 

 

○報告事項 

［報告第 25号］直方市紙おむつ等物価高騰対策補助事業実施要綱の制定について 

【こども育成課】 

 ※詳細は資料を参照 

 ・１２月１日時点の０，１，２歳の子供がいる家庭が対象 

  

［報告第 26号］直方市保育所等給食支援費補助金交付要綱の制定について 

【こども育成課】 

 ※詳細は資料を参照 

 ・副食費について値上がり幅の差額のみ支援 

 

［報告第 27号］直方市保育所等物価高騰対策費補助金交付要綱の制定について 

【こども育成課】 

 ※詳細は資料を参照 

 ・水道光熱費やバスの燃料費の補助 

 

  



［報告第 28号］直方市子ども・子育て会議設置条例の一部を改正する条例について 

【こども育成課】 

 ※詳細は資料を参照 

 ・こども家庭庁の設置に伴う条例の改正 

 

［報告第 29 号］直方市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部

を改正する条例について【こども育成課】 

 ※詳細は資料を参照 

 ・こども家庭庁の設置による法令の改正に伴う安全計画の策定 

 

［報告第 30 号］直方市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に

関する条例の一部を改正する条例について【こども育成課】 

 ※詳細は資料を参照 

 ・こども家庭庁の設置による法令の改正に伴うもの 

 

［報告第 31 号］直方市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例

の一部を改正する条例について【こども育成課】 

 ※詳細は資料を参照 

 ・こども家庭庁の設置による法令の改正に伴う事業継続計画の義務化 

 

○その他 

●保健福祉センター建設に伴う教育財産の管理区分の見直しについて【市民部】 

※詳細は資料を参照 

・保健福祉センターはプレオープン（令和７年度夏頃）を経て令和７年度末にグ

ランドオープンの計画 

・管理区分を今後見直す予定 

 

●令和 4年度小・中学校卒業式出席及び告辞について【学校教育課】 

・出席者は前回の会議のとおり（現時点でも変更可） 

・児童生徒等出席者が理解できる言葉に修正 

 

中野委員 修正されてよくなりました。特に中学校の内容はとても良いかと思いま

す。ただ、少し表現を改めた方がよい箇所が残っています。 

石丸課長 修正します。 

篠田委員 小中学校ともとてもよくなったと感じています。ただ、小学校の告辞の

表現で「変わらないといけない」と受け取れるところがあります。一方、

中学校の告辞の表現では「変わらなくても受け入れてくれる世界がある」

と人を包み込んでくれる大切なメッセージが記されています。来年度以

降に「ふるさと直方（遠賀川と福智山などの変わらない直方の自然）」を



テーマに小中学校が共通でメッセージを発信できることは、直方市教育

委員会としてとても良いことではないかと私は思います。ワールドカッ

プをテーマとした答辞もよいのですが、卒業式の時期にはワールドベー

スボールクラシックも始まっており、生徒たちの興味が移っているかも

しれません。いつになっても変わらないもの（地域の自然など）に対し

自信を持って良いことをテーマにしても良いのではと思っています。 

石丸課長 検討します。 

 

 

●3月行事について【学校教育課】 

  

 ●会議録署名委員の指名について 

  中野委員を指名 

 

 ●公務員等の地位利用による選挙運動の禁止について 

  教育委員は非常勤の公務員に該当 

 

 

６．閉会 

 

 

 

（署名） 

直方市教育委員会教育長 

 

           山本 栄司 

 

 

 

（署名） 

直方市教育委員会教育委員 

 

           中野 昭子 

 


